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造を概観した。そして、「憲章上の国連軍」による集団安全保障体制の発動が実現を見ない中、安保理の授権方式に
よる紛争処理の対応が定式化されていることを指摘した。続く第３節では、国連 PKO との関係について述べ、冷戦



















































































 第２章は、多国籍軍型軍事活動の事例として 16 のケースを網羅的に取り上げ、授権決議をめぐる状況を、憲章第


















 本論文は、過去 10 数年間に実行の中から積み上げられてきた多国籍軍型軍事活動を、すべてのケースを詳細に検
討することを基礎として、国連の集団的安全保障の中でのその特徴と意義を明らかにし、特に国際法上の位置づけを
明らかにしているものであり、その分析方法や論理性の観点からしてもきわめてレベルの高いものであり、学界に対
する寄与は多大なものであると考え、審査員一同は博士（国際公共政策）の学位を授与するのに値すると考える。 
